
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

アルバート・ステイサム

オートマトン

レクイエム

レクイエム

42

人形

10

楽園

11
【少女】

【戦火】

【テスト】

【研究員】

【アンジェリカ】

【偽者の記憶】

あなたには最愛の娘がいた。歳は12歳。誰よりも可愛らしく愛おしいあなたの娘だ。だがなぜか、彼女の姿、名前が思い出せない。もう一度会えば、彼女の事を思い出せるだろうか。

あなたは兵士だった。各地の戦場に足を運び、戦うのがあなたの仕事だ。そのため、家には帰ることが少なく、娘には寂しい思いをさせていたことを心苦しく思っている。娘がさらわれた今、せめてあなたにできる父親らしいことは彼女を助け出すことだけだ。あなたは娘の無事を願いながら、ネクロマンサーに立ち向かう。

新しい部屋に入るたび行なわれるテスト。それは理不尽極まりなく、テストというより拷問だった。間違えて体の半分が吹き飛んだ奴がいた。失敗してバラバラに切り刻まれた奴がいた。誰かがそうなるたび、次は自分ではと怯えたほどだ。そんなテストを、君は何度も受けさせられていた。

同じ部屋に通された複数人の男たち。理不尽な内容のテストに騒ぐ中、白衣を着た男がこう言った。「落ち着いてくれ。私はこの部屋の設計に携わったことがある。壁に埋め込まれたケーブルを破壊すれば、センサーの反応が鈍くなるはずだ」話を聞けば、彼はこの施設の研究員だという。しかし、なぜあんな所に研究員がいたのだろうか？

ミルクティー色の柔らかな髪、サファイアのようにきらめく大きな瞳。その声は鈴のように軽やかで愛らしい、彼女の名前はアンジェリカ。名前にふさわしく、まさに天使のような女の子だった。

君は手術台に縛りつけられている。「どうして！　なぜ！」と叫べば、君の傍らで少女が微笑んだ。「あなたは、とっても強い兵隊さんなんでしょう？　だから、あたしのパパにしてあげる！　大丈夫、よけいな思い出はぜーんぶ忘れさせてあげる！　家族の事も、おうちの事も全部忘れて、代わりにあたしとの思い出を頭につめてあげるの！　あたしの事を大好きにしてあげるんだから！」そう言いながら彼女の手が君に伸びる。そうして君は記憶を消され、記憶を書き換えられたのだ。

4 0 4

0 0 0

0 1 1

たからもの

ビリー

依存

保護

3

3

3

4

3

4

パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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任意の基本パーツを損傷して振り直し可

BPで射撃マニューバの最大射程+1

射撃マニューバの攻撃判定出目+1

射撃マニューバ1つラピッドで使用可

2

1

肉弾攻撃１

最大行動値+1

最大行動値+1

肉弾攻撃１

支援１

移動１

射撃攻撃2+連撃1

射撃攻撃5

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

砲撃攻撃1+爆発+連撃1、攻撃判定の出目-1

対話判定において出目+1

プリキュアのステッキ

移動１

移動１

妨害１
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